
盆花 ご自分で栽培してみませんか？
お盆のお墓参りに必要な盆花の栽培講習会を開催します！
講師に新発田農業普及指導センターの花き担当者様をお招きし、種まきの時期や栽培のポ

イントを教えていただきます。興味のある方は、ぜひご参加ください！

開 催 日 時 ：

開 催 場 所 ：

指導会内容：

対 象 者 ：

申し込み先：

令和６年３月12日（火）13時30分から１時間程度

JA新潟かがやき あがのアグリセンター ２階

アスター・ケイトウ・ひまわり等の

種まきの時期、育苗から栽培期間のポイント

・初めて栽培される方

・栽培経験１～３年の方

・今後販売を検討している方

あがのアグリセンター（0250‐62‐2235）

えんだまの令和５年度実績報告！

★ＪＡ・農林課・普及センターでは、さまざまな品目の栽培指導や支援を行うなど、園芸生産をサポートしています。
ご興味がある方は下記までお問い合わせください。
【問い合わせ】 〇ＪＡ新潟かがやき あがのアグリセンター（樋口・中島） TEL62-2235

〇ＪＡ新潟かがやき ささかみアグリセンター（石山） TEL25-7252
〇阿賀野市農林課農林振興係 （直通） TEL61-2478
〇新発田農業普及指導センター（野菜） TEL0254-26-9126
〇新発田農業普及指導センター（花・果樹） TEL0254-26-9155

園芸情報(Ｒ６・２月号) 阿賀野市農業振興協議会

1億円産地を目指して！

令和５年度も、ささかみ地区を中心にブランドえだまめ「えんだま」の産地化を推進してき

ました。令和５年は未曽有の高温・干ばつの年であり、えだまめにとっても過酷な環境でし
たが、えんだまは県内他産地と比較しても優秀な出荷量を確保、安定出荷により市場からの
信頼性向上と共に、前年よりも販売高を大きく伸ばしました！
令和６年度はほ場整備完了地区での作付も増加する見通しで、１億円産地の達成に向けて

勢いづいています！

●栽培実績、販売実績報告

・栽培面積：21ha（前年 19ha）

・生産者数：41人 （前年 36人）

・総収穫量：78,383kg、製品率77.2％（前年76,036kg、製品率76.2％）

・販売高（税込）：45,190千円（前年 34,570千円）

水田転作の強みを発揮した積

極的なかん水や、きめ細やか

な栽培管理によって、猛暑下

においても安定供給を実現し

ました。

▲明渠を活用したかん水 ▲現地指導会 ▲栽培講習会



令和５年度 阿賀野市園芸研修会を開催しました！
２月２日（金）阿賀野市農業振興協議会園芸部会の園芸研修会として、北越農事株式会社主

催の見本市を視察しました。
見本市では、農業資材や機材、種苗、農薬などのメーカーが出展しており、農業関連企業の

最新の技術や製品等の動向を知ることができました。ここでは、参加者の感想を紹介します！

阿賀野市のホームページからもご覧いただけます！

阿賀野市　園芸情報 検索 もしくは、二次元コードを読み取ってください。

阿賀野市園芸品目ガイド

阿賀野市農業振興協議会では、既存産地の維持拡大と新規生産者の参入を目的に、
園芸おすすめ２２品目について記載した「阿賀野市園芸品目ガイド」を作成しています。
阿賀野市ホームページに掲載していますので、右の二次元コードからご覧ください。

☞

☞

阿賀野市農業振興協議会園芸部会では、毎年度園芸研修会を開催しています。地元優良農業
者のほ場での現地研修や他産地の視察、ほ場整備地区での園芸導入など様々なテーマを取り
扱っています。来年度も奮ってご参加ください！！

・資材から種まで、普段聞けないメーカーサイドの話を聞けて良かった。

・導入を検討している資材メーカーがあり、直接話を聞けて良かった。

・この時期の研修会で、今年の作付けに期待が持てた。

・新しい栽培技術や設備などを聞けて大変参考になった。

・新品目導入の検討に非常に参考になった。
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全体 2 8 15 29 40 37 29 35 49 36 16 7 303

うち死亡 0 4 10 9 8 6 12 13 20 14 7 3 106

うち重傷※ 0 1 3 10 17 7 5 12 13 13 5 2 88

それ以外 2 3 2 10 15 24 12 10 16 9 4 2 109

今年の農作業が始まります！農作業事故にご注意！
３月頃から農作業を開始する方が多いと思います。令和５年は全国で合計303件の農作業事

故の発生が報告されており、そのうち約1/3が死亡事故でした。
他人事と思わず「自分ごと」として捉え、安全対策を徹底して作業しましょう。

農作業死傷事故の報告数（令和５年）

※ 30日以上の治療を要するもの
出典）農林水産省「令和５年に都道府県等から情報提供いただいた農作業事故情報について」

★事故防止対策

確実な運転操作とブレーキの連結確認 安全キャブ・フレームの装着とシートベルト着用

公道を走行する際は、低速車マークや反射板を取付 用水路等の転落防止に周囲を確認しながらの操作

暴風雪等による被害防止のため、引き続き農業用施設の管理や対策の徹底をお願いします。

県は、管理対策についてホームページに掲載していますのご覧ください。


